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 「国際ボンヘッファー協会の緊急声明、（以下－緊急声明）」が 2024 年 10 月、ドイツの

週刊新聞「ディー・ツァイト」に「ナショナリズムと暴力のためにボンヘッファーを悪用

することへの抗議」というタイトルで出された。『福音と世界』の 6 月号に、山形大学の星

野修名誉教授が訳し、注をつけて紹介していた。ボンヘッファーの神学は教会だけでなく、

世界の思想に大きな影響を与えているが、その神学を捻じ曲げ、自分に都合よく解釈し、

悪用している事実を知らされ、驚くと同時に憤りを覚えた。「緊急声明」を紹介したい。 

ボンヘッファー神学はキリスト論が核心であり、キリストに従う信仰と倫理が結び合っ

ている神学である。その信仰と倫理は、現実の罪を引き受けつつ具体的に行動することを

当然求める。キリストに従う教会は、弱く、虐げられた人々の生存を確保するために、政

治・社会のただ中で責任を負っている。ボンヘッファーは多くの著作で、キリストの現存

在を弁証する時代を超えた福音を著わした。  

 「緊急声明」は、「キリスト教ナショナリストたちは、ディートリヒ・ボンヘッファーに

言及することが以前にも増して多くなっています。―とりわけ、政治的な対立ムードが過

熱した米国において。この〔ボンヘッファーの〕悪用にたいして、私たちは、以下のよう

に、緊急に警告します」という言葉で始まっている。キリスト教ナショナリズムとは、米

国をキリスト教国家にするために権力の掌握を目指すイデオロギーであり、政治運動であ

る。キリスト教ナショナリストたちは、キリスト教理念を復活させるためには、暴力も辞

なさいと主張する。彼らは、2020 年 12 月に連邦議会議事堂に乱入した時、十字架を担ぎ、

聖書を胸に抱え、讃美歌を歌い、イエス・キリストを賛美したという。 

ボンヘッファーは、ナチ政権に反対した神学者で、抵抗運動の闘士であった。ヒトラー

暗殺を企てたとして、1945 年 4 月に、ヒトラーの命令で処刑された。彼の生涯と著作が、

政治的な暴力を正当化するために利用され、現在の政治状況と、過去の強権的なナチ政権

と同一視する誤った主張がなされている。彼の生涯と証言が公然と歪曲されている中で、

際立った例を 3 点あげている。①米国の作家エーリク・メタクサスは『ボンヘッファー ー  

牧師、殉教者、預言者、スパイ』を著わし、反ナチ・レジスタンスの闘士を、21 世紀にキ

リスト教ナショナリズムにとって自由に利用可能なものへと改竄した。彼は連邦議会議事

堂への襲撃時に現れ、襲撃で有罪判決を受けた暴力犯を、ボンヘッファーやマルチィン・

ニーメラー、そして、他のナチへの抵抗者に例えた。暴力賛美は、今日の社会的文脈とナ

チ・ドイツの状況を区別することを拒絶している訳である。②ボンヘッファーはキリスト

の恵みは安価な恵みではない、従って、その恵みを受けた者は犠牲を負って従うべきだと、

「安価な恵み」を説く説教を批判した。この「安価な恵み」という言葉を難民の保護や環

境への配慮を貶める言葉として悪用した。彼の信仰理解を自分流に逆転させている訳であ

る。③米国の劇場で映画『ボンヘッファー 牧師、スパイ、暗殺者』が公開された。この映

画は「愛を説きながら、同時に暴君の暗殺を企てた」一人の男の「語られることのなかっ

た真実の物語」であると謳っている。暴力を是認する方向違いの引用をしている訳である。 

ボンヘッファーは、世界史の重大な出来事の中で、社会から排斥され、抑圧され、苦難

に喘ぐ者たちの視点、「下からの視点」に立つことを要求した。彼の生涯は「今日、私たち

にとって、キリストは誰なのか」を問い、キリストは隣人の苦しみの中に見出せると言う。

その隣人が自分とは反対側、また国境の向こうにいようとも。彼はキリスト者と非キリス

ト者が共に、人間性に基づく、連帯を取り戻す社会になるように力を尽くしたのである。

「緊急声明」は「だれも騙されないように!」で締めくくっている。 


